
 
 

まちづくり館の休館日のお知らせ 

令和 2 年 4 月 4 日(土) ～ 5 月 6 日(水) 
まで、休館になります。 

コロナウイルス感染症の緊急事態宣言により長い休みに 

なりますが、事故などあいませんようにおすごしください。 

5 月７日（木）から開館予定です、またよろしくお願いします。 
 

 

 
 

☆ 福岡市 新型コロナウイルス感染症ポータルサイト ☆ 

https://stopcovid19.codeforfukuoka.org/ 

堅粕校区のブログにも、リンクが 
貼ってあります。 

 
 
 
 

堅粕校区ブログ 「堅粕たうん」 

      福岡市の校区情報 Fukuコミュ  
（Fukuoka コミュニティ）に掲載 
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全市的な取り組みで、住民の皆様が早く日常を取り戻すためにもまち館は、

休館を続けています。まち館は閉まっていますが、月・木・金の 9:00～17:30

は職員が出勤していますので、相談等は電話でお問い合わせください。 
 

みんなでコロナウイルス感染症を克服して、早くまち館事業が再開出来る事

を願っています。 

KEEP CALM AND CARRY ON 
新型コロナウイルス感染症をめぐって、情報が日々刻々と変わっています。 

気持ちが戸惑い、揺れている今だからこそ、一人ひとりが落ち着いて 

行動することが大切ではないでしょうか。 
 

日本赤十字は、今回のコロナウイルスには 3つの感染 

『①病気そのもの ②不安と恐れ ③嫌悪・偏見・差別』 があるといわれていま

す。 
 

だからこそ今、病気に対抗するために、笑みを絶やさず前向きに生きることの

大切さを実感すべき時ではないでしょうか。 
 

手洗いなどの予防の基本を伝えるとともに、大切な人にマスクを届けるなど 

みんなで助け合う、そんなまちづくりを目指してまいります。 

落 ち 着 い て 行 動 し よ う 

今回、堅粕小 PTA とまち館職員で子どもたちの元気のために、 

マスクづくりに取り組みました。 

みんなで博多区一の「まち館」を目指して頑張ります。 

 

まち館職員 ： まち館が閉館してしまってすみません… 
 

平 野 会 長 ： こんな時だから仕方ないさ。町内でも見守りをしていて、 

民生委員さんも大変だろうけど、地域で頑張って行くから、 

まち館の職員も病気に負けずがんばってね。 

 



さて堅粕人権のまちづくり館は昭和 37(1962)年の堅粕隣保館開設から 59年目を迎えます。 
堅粕地域では昨年、選挙投票率の向上や地域活動の結果を少しずつ出していきました。 
 

博多区人権を尊重する市民の集いでの発表  2019年12月10日 （火） 

 
 

音楽とワインの夕べ (公民館との連携) 2019年 ７月 ６日 （土） 

 
 

今年は 2 月からコロナウイルスが地域活動等に大きな支障となり、 
子育てや高齢者の見守り、また経済的にも厳しい状況となりました。 
まち館では明るいニュースを皆さんに提供することを第一に頑張ります。 

～ 職 員 紹 介 ～ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新型コロナウイルス感染症の宿泊療養施設について 

 堅粕校区内にある「博多グリーンホテル２号館（博多駅中央街３－１１）」が、無症状者等の
宿泊療養施設として県が借り上げ、４月２０日から受け入れを開始しました。 

 この施設には、医師、看護師、その他生活支援職員が２４時間体制で対応し、また、宿泊療養
者はホテルから外出できないようにし、従事スタッフは防護服を着用するなど、万全の感染防止
対策をとるとのことです。 

 新型コロナウイルス感染拡大に伴い、各種の緊急事態措置が実施されているなか、このような
施設が確保されることは、医療崩壊を防ぐためにも非常に有効であると考えます。 

 一方、国内ではコロナウイルス感染症に関する不安や偏見により、感染者やその家族等への誹
謗中傷やいじめ、差別的な対応といった人権侵害が起きています。 
今回、校区内にこのような施設が確保されたことで、校区住民に対する偏見や差別的な言動がな
されることも懸念されます。 

皆さんは、これらの言動に同調せず、確かな情報に基づいて冷静に行動していただきますよう、
ご理解とご協力をお願いします。 

堅粕校区自治協議会 / 堅粕校区人権尊重推進協議会 

まちづくり館に来て 1年と半年。週二日ですが、西区からバスと地下鉄で通勤して 

います。事業や地域のみな様との出会いを通して少しずつ慣れてきたような気が 

します。講座やサークルなどで生き生きと活動しておられる姿に 

接し、元気とやさしさを貰っているところです。いろいろな形で 

お役に立てればと思っていますので、どうぞお気がるにお声 

をかけてください。最近は布マスク作りにはまっています。 
 

一日も早くまち館がにぎやかな笑顔で 

いっぱいになりますように。 
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堅粕で生まれ育って 40数年… 

ご縁があり働かせて頂いて今年で 3年目を迎えました。 

私自信『隣保館』でたくさん学び、地域の方からたくさん笑顔 

にさせていただきました。 

これからは、私がまち館を利用される皆さんにたくさんの笑顔が 

届けられるよう、高齢者の方にも子育て世代の方にも子どもたちにも、 

気軽に足を運んでいただける場所になれるように、 

元気一杯頑張りますので引き続きよろしくお願いします。 


